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か現地に行って購入することもできない。結局イラクの知人を介して、買っては隣国に出たときにまとめて送ってもらっていた。当時の政府機関紙はむろんのこと、フセイン元大統領の悪名高き息子、ウダイが主宰する『バービル』紙も、散発的で あるが九〇年代前半のものがいくつか、図書館 収められている。世界でも所蔵している図書館は、ほ どないのではないか。　
かつてイスラエルのイラク研究者が八〇年代
半
ば
に、
こ
う
言
っ
た
こ
と
が
あ
る。
「
ア
ラ
ブ
研
究
には新聞分析が欠かせない。イスラエルはアラブと国交がないけど、レバノンまで車を飛ばせば、その日のうちにいくらでも手に入るよ」
。
　
こ
れ
は
、
八
二
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
が
レ
バ
ノ
ン
に
軍
事
侵
攻
し
、
レ
バ
ノ
ン
南
部
を
手
中
に
収
め
て
いたか
ら
こ
そ
、言
え
る
発
言
だ
。
だ
っ
た
ら
こ
ち
ら
は
、
真
っ
当
な
手
段
で
堂
々
と
手
に
入
れ
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
―
。
　
そうして、イラクの新聞は足と人脈で集めら
れた。これだけの史料は、世界のどこにも所蔵されていない、貴重な史料である。　
新聞だけでは い。半世紀前からアジ研の図
書館はイラク統計局から年次統計書を定期的に入手していた。五〇〜六〇年代の農業統計もあるが、現在イラクのシーア派の政治家たちの多くが、南部農村地帯の飢餓と辺境化をきっかけに政治意識を高めたことを考えれば、そこにイラク政治のルーツが隠されている。　
広い机に史料を積み上げ、終日読みふける
そんな楽しみをアジ研図 与え くれる。（さかい
　
けいこ／千葉大学教授）
第一二回
74アジ研ワールド・トレンド No.219 （2013. 12／2014. 1）
足と人脈で集めたイラクの新聞
酒井啓子
